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＜歴史体験学習館の機能（とりまとめ案）＞ 

【基本コンセプト】 

 体験を中心とした施設にする 
（既存施設との棲み分け、重複を避けるため） 
（展示は体験学習の理解を助ける補助的な手段と考える） 

【体験学習・展示テーマの切り口】 

 国際交流を通じて平城京の成り立ちや当時の文化を学習する 
（遣唐使、遣隋使を通じて大陸から文化や制度を学んだことを学習する） 

【体験学習・展示の対象とする主な時間軸】※年表参照（２頁） 

 飛鳥時代～奈良時代 
（奈良県全体に係る歴史、文化情報の発信とするため） 

【体験学習・展示の柱】※展示例（案）参照（3頁） 

 柱① 「正倉院の宝物」（模造品）の学習 
       … 正倉院の宝物は、”奈良時代を今に感じる”にあたって、奈良時代を代表するもの 
       → 遣唐使等を通じて手にすることになった正倉院宝物（模造品等）を現代の技術を駆使して常設展示 

 柱② 国際交流を通じて学んだことの学習 
… 国づくりにあたり大陸から様々なことを学んだ 
→ 歴史・文化資産は県内各地に点在しており、ここで学ぶことにより県内各地へ案内 
→ 当時の人物になりきる等して、歴史上の出来事を体験・体感 

【ターゲット層】 

 ターゲットは学生などの若者、外国人観光客を中心とするが、全ての年代を意識 

   

資料２ 
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○体験学習・展示の対象とする主な時間軸 

飛鳥・奈良時代の主なできごと
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■体験学習・展示の展開例（案） 

柱 時期 出来事 テーマ 具体的な体験メニューの想定 誘導エリア

柱
①

正倉院の宝物

・　レプリカを順に借りて展示
・　レプリカを基に、映像で立体化表示
　　（好みによって細部を拡大できるように［正倉院展
　　では見られないものを体感できるように］）

７世紀初頭 遣隋使の派遣
遣隋使を派遣した頃の東アジア情勢と厩戸皇子の外交をふまえ
て、随から学んで作り上げた制度（十七条の憲法や冠位十二階
制など）に着目

・　冠位十二階の衣装体験
・　建立当時の法隆寺の様子を放映

斑鳩

７世紀末 遣唐使の派遣①
遣唐使を派遣して律令制度を学び、飛鳥・藤原に都を作ったこと
に着目

・　大宝律令になぞらえ、自分の約束事や家族の約束
　　事等を木簡に書き込み、土産物として持ち帰る
・　平城京の都づくりを見据えて、飛鳥浄御原及び藤原
　　京の都づくりの考え方を放映

明日香・橿原

８世紀初頭 平城遷都 平城宮跡について

・　平城宮で行われていた宮廷行事に主人公となって
　　参加できる映像体験
　　（季節ごとの行事を用意）
・　長安と平城宮の都の作り方を説明
・　IT技術を使って奈良時代の衣装を体験
　　（役人、貴族、農民等の衣装をまとって写真撮影）

平城宮跡

〃 遣唐使の派遣② 阿倍仲麻呂について
・　阿倍仲麻呂の唐での生活を主人公となって体験
　（謁見時、都の様子、故郷を偲んだ時間など）

平城宮跡

８世紀中頃 大仏建立 大仏建立時の国際交流に着目

・　律令制を整え、国をまとめる上で重要な役割を果た
　　した仏教のなかでも、唐や朝鮮半島、ベトナム、イ
　　ンドから大勢の僧を招いて行った大仏開眼儀式の
　　様子を放映

奈良公園

８世紀末 唐招提寺建立 苦労してまで来日した鑑真に着目 ・　唐から来日した鑑真とはを放映 西の京

柱
②


